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評 価 結 果
市町村受理日

平成25年12月26日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

【事業所概要】
　この事業所は小田急線黒川駅から徒歩5分で、自然や農地が残る黒川街道に面し
ている。駅周辺には児童公園やマイコンシティという工業団地があり、街道沿いに
は小規模な商店が点在する。建物は認知症高齢者の快適生活を支える設計で設備も
整備され、安全で明るい共用部分や居室が整えられている。要介護認定平均1.5と
いう元気な方が多い。「利用者本人が力を出し役割を持って自分らしく暮らす」こ
とを基本方針に謳い、寄り添う介護を実践している。
【一人ひとりの生きる喜びを大切にした支援】
　職員全員が利用者一人ひとりのモニタリングを行い、希望や想いの把握に努めて
いる。自分で出来そうなことには職員が過剰に関わらず、利用者が自分らしく暮ら
すことのできるよう個別支援計画を作成し、日常生活に反映させている。アクティ
ビティでは、馴染のパソコンを使ったり、縫物をしたり、懐かしのメロディーを聞
くなど本人に合わせた支援を行っている。食事づくりや清掃など日常の家事も利用
者が積極的に関わり、暮らしの喜びを味わえるよう一人ひとりの行動や気持ちを大
切にした支援を実践している。
【電車を使う外出や毎日の散歩】
　駅に近いことを活かし、車いすを利用している方も含む利用者全員が毎月1回電
車に乗り、新百合ヶ丘の多摩センターなど周辺都市への買い物や食事に出かけてい
る。街の変化や動き、勤労者、学生、子ども達の元気な姿に出会うなど沢山の刺激
をもらい心の活性化につなげている。暑い夏でも麦わら帽子をかぶり夕方の涼しい
時をねらって、周辺地域の自然に触れる散歩を毎日行っている。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

定員　計

ﾕﾆｯﾄ数

56 ～ 68

）

神奈川県川崎市麻生区黒川２７－１

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

15 ～ 22

23 ～ 35

自己評価項目

 1 ～ 14

株式会社　ニチイ学館

1495600163
平成23年2月1日

所　　在　　地

平成25年8月15日

サービス種別

定　 員　 等

ニチイケアセンター麻生黒川

登録定員

通い定員

宿泊定員

暮らしていただけるようご入居者様本位を基本中の基本としています。

電車を利用しての外食、個別外出など外出支援を幅広く行なっています。

また、安全に暮らしていただけるよう夜間帯の避難訓練を３ヶ月毎に実施して

平成23年2月に開設された明るい色調のホームです。フロアーは明るく、窓からは

電車やバス、自動車、人の往来が見渡せます。

裏に広々とした庭があり共同作業で野菜や花を育てています。　

ご入居者お一人おひとりの意志が生活に反映するよう、また其々のペースで



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

ニチイケアセンター麻生黒川
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

・開設時職員全体で作った理念を毎朝
唱和している
・カンファレンス時は理念に立ち返り
実践するよう取り組んでいる

　開設時の職員全員で作成した理念・
基本方針を毎日唱和し、確認してい
る。ミーティングやカンファレンスで
は、理念・方針に立ち返り、課題の解
決に向けた取り組みをしている。「利
用者が自分らしく暮らす」という理念
が日々の活動に反映されている。

・町内会に所属し、回覧板でホームの
行事にお誘いしている
・近所のスーパーやコンビニを利用
し、道行くご近所さんとも挨拶を交わ
している

　町内会の特別会員として会費を納
め、清掃活動に参加したり、回覧版か
ら各種の地域情報を得てイベントに参
加している。神社の祭りで獅子舞が
ホームに来てくれる。隣地の農家から
野菜を購入している。コンビニや商店
との交流は日常的に行われている。習
字やフラワーアレンジメント、大道芸
等のボランティアの来訪があるが、学
校や保育園等との交流はまだない。

　学校や保育園・幼稚園など
へ積極的アプローチし、より
豊かな地域とのつながりを持
つことが期待されます。

・地域の方がグループホームってどう
いう施設ですか？と見学にみえたりし
ている

・２ヶ月毎に活動状況を報告している
・事故報告なども行い、意見をいただ
いたりしている
・自己評価についても報告をおこなっ
ている
・会議内容は職員全員で共有している

　運営推進会議は町内会長、民生委
員、地域包括支援センター職員、家族
会会長、管理者の5人が出席し、2か月
に1回定期的に開催している。議題は
活動報告・次期予定、事故報告、外部
及び自己評価、情報交換である。ホー
ムの祭りや防災訓練への参加を依頼し
たり、介護保険制度やグループホーム
についての質問に答えている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

・保険制度などで分からない点事故報
告等について電話で教えて頂いている

　市高齢者支援課には、介護保険の料
金制度や事故報告書の記載要領等につ
いて相談している。市と相談のうえ東
北大震災の被災者を受け入れた経緯が
ある。他ホームの火災後には、消防署
からの立ち入り調査があり、避難に要
する時間を検証し、安全性を確認して
いる。区が行う健康体操には利用者が
参加している。

・全職員が年に１度高齢者虐待防止の
研修を受けている
・管理者は介護施設の職員として虐待
を発見した場合の対応、会社としての
姿勢を職員に徹底している

・玄関の施錠は行っていない
・拘束廃止委員会を定期的に開催し、
内容を全職員が共有している
・職員が常に行動制限を意識して拘束
の無いケアに取り組んでいる

　拘束廃止委員会を隔月に開催し職員
へ報告、議事録を事務所へ掲示し、身
体拘束・行動制限排除の意識の徹底を
図っている。「・・してください」と
いう指示語の廃止や、利用者の「出て
行きたい」という気持ちを理解し付き
添うなど、見張ることのない認知症ケ
アの実践に努めている。災害時への対
策もあり、玄関は夜を除き、非常口も
含めすべての窓・ドアの施錠はしな
い。

・入居者に成年後見人がつく場合もあ
るが、開設以来そのケースが無く職員
は学ぶ機会を得ていない
・管理者は学んでいる



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

・過去に介護相談員を受け入れ、お話
を聞いてもらえる機会を設けていた
・外部評価、お客様満足度調査でのア
ンケート、家族会での意見交換等での
ご意見を吸い上げている

　日常的な家族の訪問時や、家族が自
主的に運営している年2回開催の家族
会、家族会会長が出席する運営推進会
議で、意見や提案を述べる機会を作っ
ている。外部評価での利用者家族等ア
ンケート及び運営法人が主導するお客
様満足度調査のアンケートを実施して
いる。その中で職員のケア技術の標準
化への堤案を頂き、改善に結びつける
OJT・研修を行っている。

・毎月の各ユニットでのミーティン
グ、必要時の１・２F合同ミーティン
グで意見交換、提案などを行い改善に
向けている
・管理者は年に２回の面談の際にも意
見や提案を聞いている

　日常の業務や各フロアで行う毎月の
ミーティング、1、2階合同会議で職員
の意見や提案を聞いている。年2回行
う職員面談の際には、業務・人間関
係・技術向上について意見や要望を聞
き、休憩時間の改善を図るなど職員の
意見を運営に反映している。

・管理者は個人面談を年に２回実施し
職員の話を聞いている　いつでも相談
しやすいよう心がけている
・各人が目標を持って働いている

・契約には十分な時間をとり説明を
行っている
・解約においてはご家族の相談に乗り
今後のことも共に考えるようにしてい
る



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

・社内的には入職時の研修、キャリア
アップ制度などスキル向上のため研修
制度がある　・社外的にはGH協会の研
修などに仕事の一環として参加しても
らっている
・研修の年間計画を決め、毎月ＯＪＴ
を実施、スキルの向上に努めている
・お勧めの外部研修があった場合には
パンフレットを掲示し参加を促してい
る

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

・サービス開始前にアセスメントを確認し
ご本人のニーズを確認している
・笑顔の挨拶から始め、個別にもお話を伺
うようにし、安心していただけるよう努め
ている
・コミュニケーションが取れるような散歩
の機会などを作り関係作りに努めている

・過去には他のＧＨとの交流があった
が、最近は行なわれておらず、今後相
互訪問等おこなっていきたい

・個々のご家族の思いを受け止められ
るようゆっくりお話を聞く時間を作る
よう心がけている
・心をこめた挨拶や話しやすい環境を
作り、不安をなくしていただけるよう
努めている



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

・アセスメントや面談の中でご本人と
ご家族が必要としている支援内容を確
認している
・医療連携のほか、ケースによって訪
問マッサージ等も取り入れている

・其々の能力に応じ職員と共に家事全
般に関わっていただいている
・料理や畑仕事・アクティビティなど
でご入居者の知恵をお借りするなど暮
らしを共に支えあうことができるよう
努めている

・ご家族の来訪時には日頃の生活につ
いてお話し、意見を伺うなどしている
・可能な限りご家族の協力をお願いし
共に支援をしている
・ご本人との時間をとっていただける
ようお勧めしている

・個別ケアによりご本人の馴染みの場
所に出かけたりしている
・馴染みの方が訪ねやすいようアット
ホームな雰囲気作りを心掛けている

　昨年度末に職員全員で、利用者への
個別支援を重視したアクティビティ活
動の年間計画を作成した。昔からの趣
味道具を購入するため、電気器具店や
生地の店などへ職員が付き添い出かけ
ている。年賀状や手紙、電話、来訪者
の受け入れなど、馴染みの人との関係
継続の支援に努めている。

・ご入居者様同士でやってあげたりさ
れたりお互いを思いやっている
・仲の良い方達でおしゃべりに花を咲
かせたりしている
・反面少人数の共同生活の中で反目し
あったり、どうしても協調が出来無い
方もいらっしゃるが、共に散歩に行っ
たりアクティビティを行なう中で孤立
することのないよう支援に努めている
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22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

移転先での心配事などの相談に乗るな
ど支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

・日々の会話の中から思いを汲み取る
よう努めている
・言葉に表れない思いも表情や行動か
ら把握するよう努めている
・どんな時も本人本位を基本に置くよ
うにしている・時にはゆっくり１対１
でお話を伺っている
・個別ケアの際ご本人の思いを伺い、
希望に添った外出を支援したりしてい
る

　アセスメント等を通じて、その人ら
しい暮らしを続けるため想いや意向の
把握を行っている。気持ちの把握が困
難な方は、様子や行動を注視し、本人
の立場で検討している。家族や医者、
以前利用していた事業所の関係者から
も情報を得て、課題の抽出を行い、本
人の望む生活スタイル・自立に向けた
方策を検討している。

・アセスメントをしっかり読み込むよ
うにしている
・ご本人やご家族との会話の中からこ
れまでの暮らしを把握するよう努めて
いる

・入居時は２４時間シート、その後は
日常支援シートを活用して現状を把握
するよう努めている
・介護記録・申し送り等で心身状態の
変化についての情報を共有している
・活動チェック表を使用し活動にムラ
がないか、ご入居者様によって偏りが
ないかを日々チェックしている
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

・モニタリングは３ヶ月ごとに全職員
で行いご本人の話を必ず伺うようにし
ている
・カンファレンスでは全職員が意見を
出し合いご家族の意見も反映し現状に
即した介護計画となるようにしている
・訪問看護ステーション、訪問マッ
サージの職員に意見を聞いたりして介
護計画に反映させている

　管理者と計画作成担当者がアセスメ
ントを行い、各利用者には全職員がモ
ニタリングを行っている。家族や医
師、関係者の助言を得て、カンファレ
ンスを毎月実施し、個別支援計画を作
成している。24時間生活シート及び日
常支援シート、介護記録、モニタリン
グシートに実際の介護や生活状況を記
録し状況把握を行い、計画に反映させ
ている。計画は3か月に1度見直しを
行っている。

・介護記録を書く際に各ご入居者様の
目標を再確認できるように支援シート
をファイリングし、介護計画に沿った
記録を書くよう心掛けている
・職員は業務開始前に介護記録、業務
日誌、申し送りノートを読んでから業
務に入るようにしている
・大事なことは記録だけでなく口頭で
も申し送るようにしている
・各ユニット間の情報は夜勤者が朝に
申し送りを行い伝えている

・其々の入居者、家族の状況に対応
し、ほぼ毎月個別、もしくは希望者を
募っての外出支援をおこなっており、
参加者よりとても良かったとの感想も
あった
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29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

・毎日のように地域のスーパーやコン
ビニに買物に行きお店の方と挨拶をし
顔なじみになっている
・散歩中に近所の方と気軽に挨拶をお
こなっている
・近所の神社のお祭りに参加、初詣に
も行っている
・地域の清掃デーに参加している
・地域の公園で行なわれている福祉課
主催の体操に参加しているご入居者も
いる

・ご本人及びご家族の希望によりかか
りつけ医を決めていただいている
・協力医院以外のかかりつけ医にも必
要な情報伝達を行い適切な医療を受け
られるよう支援している

　協力医療機関として内科医が2週間
に1回、歯科医が毎週訪問診療を行っ
ている。訪問看護師が毎週来訪し、健
康管理を行っている。約半数の利用者
がかかりつけ医を受診しており、原則
家族が付き添い、受診情報はホームに
報告して貰っている。

・毎週訪問看護ステーションより看護
師が訪問　１週間で気づいた点などを
報告　入居者が適切な受診を受けられ
るよう支援している
・ご入居者様も顔なじみのナースに何
でも話せている

・緊急入院時に対応できるよう健康状
態、かかりつけ医、薬の内容などがす
ぐにわかるよう書類を整備している
・適切なサマリーを提供できるよう努
めている
・入院時は面会に行き病院関係者から
現状を聞くなどおこなっている
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33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

・年に２回防災訓練を実施。その際に
はご近所の方、町内会長、民生委員に
も参加していただいている
・３ヶ月毎に夜勤想定の避難誘導訓練
を実施している

　通報・避難誘導・初期消火の災害訓
練を年2回、消防署員や地域住民の参
加を得て実施している。職員による夜
間想定の避難誘導訓練を3か月に1度
行っている。災害時の地域との協力体
制については、運営推進会議でお願い
しているが、文書化はされていない。
水や食料品の3日分、簡易トイレ等の
生活必需品の備蓄がある。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

・入居の段階で終末期に向けた方針の
説明を行なっている
・訪問看護ステーションやかかりつけ
医、包括支援センターや近隣事業所と
も連携し必要な支援が出来るよう取り
組んでいる

　重度化対応や看取りに関する指針を
示し、入所時に同意書を得ている。医
療連携体制を整えており、利用者や家
族の意向の基に重度化や終末期を迎え
る支援を行うこととしているが、現在
実績はない。職員への研修も模索中で
ある。

　重度化や看取りに向けた準
備として、看取り介護技術や
ホスピスケア・家族への心の
ケアなど職員の研修を実施し
ていくことが望まれます。

・職員は急変時の対応についてのＯＪ
Ｔを毎年受けている
・管理者は面談などで急変時どのよう
な対応をするか個別に指導を行なって
いる

・個々の人格を尊重すると共に指示語
を使用しないよう徹底している
・整容、入浴、排泄ではプライバシー
に十分な注意を払っている
・尊敬の気持ちを忘れず、馴れ馴れし
い言葉遣いにならないよう努めている

　利用者の人権を尊重することを大切
にしており、職員の考えの押しつけや
馴れ馴れしさのないように、ミーティ
ングや申し送りで日々指導している。
プライバシーや個人情報保護の研修を
行い、トイレや浴室のドアやカーテン
を閉めることや、大きな声かけをしな
いことに配慮している。
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37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

・自己決定していただけるよう指示語
は使用しないように徹底している
・傾聴に努め真意を受け止められるよ
う努めている
・疑問形で問いかけることにより自己
決定しやすい環境になるようしている

・職員の作ったスケジュールにご入居
者様を合わせてしまうことがない様努
めている
・お部屋で一人で過ごされたり数人で
居室でお話されたり自由に過ごされて
いる・日中寝てしまうことが多いご入
居者様にはほんの少しの元気な時間を
見つけ散歩にお誘いしたりしている
・日中何度も外へ出る方にも職員で協
力しあいご入居者様優先で対応してい
る

・入浴、更衣の際ご本人と話をして服
を決めていただている
・外出の際などはおしゃれが楽しめる
ようお手伝いしている
・毎朝下着の交換をしていただくなど
して身だしなみ整えていただいている
・訪問美容を利用し定期的に髪のスタ
イルも整えている利用者が多い

・買い物、調理は其々のご入居様の力
に応じ職員と共に行なっている
・職員が共に食事し会話を交え楽しい
時間となっている
・後片付けはご入居者が中心となって
行われている

　食材やメニューについては半分は業
者に委託し、他は利用者と相談しなが
らメニュー決めや買い物を行い、一緒
に調理している。利用者の力を引き出
し役割を持つことを大切にし、盛り付
け、配膳、食事の片づけはほとんど利
用者が行っている。月1回の外食、1、
2階合同の食事会が行われている。職
員が利用者と同一のものを食すことは
していない。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

・１日1,500Kclの献立を基本としてい
る
・１日の水分量が1,500cc以上確保で
きるよう時間に捉われず活動の後は
色々な種類の飲み物を提供しチェック
表で管理している・体重の増加には低
カロリー食品での対応をおこなってい
る

　

・起床時と毎食後に声かけして口腔ケ
アを行なっていただいている
・ご本人だけでは難しい歯間や奥歯な
どは職員がお手伝いしている

・排泄のパターンや心身状況などを考
慮し失敗が減るよう支援を行なってい
る
・記録をつけ、時間などで誘導する
ケースもある

　リハビリパンツを使用している方や
誘導が必要な方はいるが、全員が自立
している。トイレの場所を分かりやす
い形で表示したり、また、誘導を行う
ことによりホームに入所してから改善
につながっている。

・毎日散歩、体操を欠かすことのない
よう支援している
・便秘が精神的な不安定をもたらす一
因であることを理解し排泄の記録を共
有し予防に努めている・十分な量の水
分摂取のために色々な飲料を用意して
提供している
・毎食後ヨーグルト、プルーン、バナ
ナを提供している

・ご本人から希望があるときはその都
度入浴していただいている
・入浴時は職員とゆっくり話をしてリ
ラックスしていただいている

　入浴は原則週2回であるが、希望が
あればそれ以上でも可能である。同性
介助にも対応している。入浴を希望し
ない人には、言葉や時間を変えて対応
しているが、清潔を保てる範囲内で無
理強いはしないようにしている。入浴
時は1対1でゆっくりと話し合え、心を
解きほぐす時間となっている。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

・就寝、起床、消灯時間はホームとし
て決めておらず、それぞれの方のその
時々の状況で休んでいただいている
・お昼寝をされる方もいらっしゃる
・夜間は職員がいることをお伝えして
安心して眠れるよう支援している

・服薬管理表を使用し、複数での確認
で誤薬の発生を防いでいる
・管理表に薬の説明書をセットし、効
能、副作用を把握するようにし、症状
の変化の際には医療連携先に相談する
などしている

・職歴や趣味を知り、それを生かした
役割や活動をしていただけるよう支援
している
・暮らしに張りを持っていただけるよ
う多様な活動の場を提供している
・活動表を利用し、活動や役割への支
援が出来ているかのチェックをおこ
なっている

・散歩、買い物は希望に添ってほぼ毎
日行われている
・年間に４回ほどはホーム全体で遠出
の外出を企画、ご家族にも協力をお願
いしている
・毎月、１～２回は電車に乗っての外
食やファミレスでお茶などの外出を行
なっている
・本人の希望に添った個別外出や、希
望者をつのっての外出支援をおこなっ
ている

　散歩は毎日、車いす利用者も含め全
員が行っている。暑い夏場でも麦わら
帽子をかぶり、夕方になると出かけ、
外の空気を味わっている。駅に近いこ
ともあり、電車を利用してのお花見、
バラ園・アジサイ見物、買い物、外食
などが毎月行われている。

・買物の際には商品を選ぶところから
支払いまで出来る方にはやっていただ
いている
・小銭を持っている方もいらっしゃる



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

・ご本人の希望で自由に電話を掛けら
れるようにお勧めしている
・手紙のやり取りをされている方もい
らっしゃる

・テーブルには季節の花を飾り、壁に
は行事の写真や、塗り絵、俳句などの
作品を飾っている
・玄関前にも季節の花をプランターで
並べている
・温度・湿度はご入居者の感想を聞き
こまめに調整を行なっている

　玄関アプローチには季節の花が咲い
ている。バリアフリーで、明るいリビ
ング、和室、キッチン、トイレ、浴
場、廊下、居室と動線の良い設計で、
設備が整備されている。庭の花、利用
者の習字や短歌、行事の写真など生活
色を大切にしている。裏庭の畑にはナ
スやキュウリ、ゴーヤを植え、ジャガ
イモの収穫を皆で楽しんでいる。

・テーブルの他に和室が用意されてい
る
・テーブル席は気の合う方と話がしや
すいよう配慮されているが、食事時間
以外は自由に行き来されている

・居室の家具は使い慣れたものをお持
ちいただき、仏壇やパソコンなども置
かれている
・写真など飾られ居心地の良いお部屋
になっている

　照明、カーテン、クローゼット、エ
アコンは事業所が設置しているが、他
はすべて利用者と家族が、好みの家具
やテレビ等の備品を持ち込み、心地の
良い居室になっている。清掃は利用者
と職員が一緒に行っている。

・建物内部はバリアフリーで手すりも
全面に設置されている
・キッチンは高齢者が作業しやすい設
備となっている
・トイレや居室が分かりやすいよう工
夫している



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 ニチイケアセンター麻生黒川

 ユニット名 　　２　　F

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつくり、管
理者と職員は、その理念を共有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事業所
自体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解や支
援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている

・２ヶ月毎に活動状況等を報
告するとともに。地域の情報
をいただいたり、意見やアド
バイスも受けている
・会議の内容はスタッフルー
ムに掲示し、全職員に報告し
ている

・近くの神社の初詣やお祭り
に出かけて町内の方々と交流
している
・近所のスーパーやコンビニ
を利用し、道行くご近所さん
とも挨拶を交わしたり、近隣
の畑の野菜を収穫時にいただ
いて食事に提供している

地域の方がグループホームっ
てどういう施設ですか？と見
学にみえたりしている

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

・開設時に全職員で考え作っ
た理念、及び基本方針をを毎
朝の夜勤者申し送り時に唱和
している



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁止の対象と
なる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度につい
て学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、それらを
活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図っている

・入居者に成年後見人がつく
場合もあるが、開設以来その
ケースが少なく職員は学ぶ機
会が少ない
・管理者は学んでいる

・契約には十分な時間をとり
説明を行っている
・解約においてはご家族の相
談にのり、今後のことも共に
考えるようにしている

・昨年度より定期的に拘束廃
止委員会を実施して、全職員
が意見を出し合い、理解を深
めている
・非常口ドアや居室窓の開
錠、言葉の問題など、職員が
問題提起して取り組んでいる

・OJTで全職員が研修
・日頃より入居者の身体状況や様
子に注意し、万が一の場合にも迅
速に対処できるように心がけてお
り、その基本として高齢者虐待防
止マニュアルをいつでも見れるよ
うにしている

保険制度などで分からない点
や事故報告等について電話で
教えて頂いている



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反映させている

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を持って働け
るよう職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

・管理者は個人面談を年に２
回実施し職員の話を聞いてい
る　いつでも相談しやすいよ
う心がけている
・各人が目標を持って働いて
いる

・社内的には入職時の研修、
キャリアアップ制度などスキ
ル向上のため研修制度がある
・社外的にはGH協会の研修な
どに仕事の一環として参加し
てもらっている
・研修の年間計画を決め、毎
月ＯＪＴを実施、スキルの向
上に努めている
・お勧めの外部研修があった
場合にはパンフレットを掲示
し参加を促している

・外部評価、お客様満足度調
査でのアンケート、家族会で
の意見や要望等を吸い上げて
いる
・また介護相談員を受入れ、
入居者のお話を聞いていただ
く機会も設けていた

・毎月各ユニットや合同での
ミーティング時に意見を出し
合うようにしている
・また年度末にはアクティビ
ティ企画会議を開き、職員の
提案を受け、年間の活動計画
を立てている



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた対応
に努めている

・明るい挨拶や受け答え等を
しっかり実践し、職員に対し
て話しやすい雰囲気作りを心
がけている

　

・アセスメントや面談をもと
にカンファレンスを行い、ケ
アの方針を決め実行に移して
いる
・またニーズや必要に応じて
往診医、訪問歯科、訪問マッ
サージ等も利用できるように
している

・過去には他のＧＨとの交流
があったが、最近は行なわれ
ておらず、今後相互訪問等お
こなっていきたい
・社内のGHで定期的にリー
ダー勉強会があり、その内容
等をミーティング時に報告し
ている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

・アセスメント情報を確認しなが
ら、ご本人の状況や希望などを掴
むようにしている
お話を聞いたり、触れ合える時間
をできるだけ作り、安心して暮ら
していただけるよう努めるいる



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている

・退所したケースが少ない
が、ご本人やご家族の要望が
あれば支援していきた

・ご自宅近くの商店や美容院
等なじみの所への外出等もご
家族と相談しながらすすめて
いる
・ご友人やお孫さんたちも気
軽に来られ、かつ和めるよう
な雰囲気作りを心がけている

・入居者の性格や相性等を理
解した上で、フロア席やアク
ティビティの組合せを工夫し
ている
・食事の準備、後片付け、清
掃など互いに協力し合えるよ
うな機会を作るようにしてい
る

・炊事、洗濯、掃除、畑仕
事、裁縫、日曜大工等々、入
居者各々の持つ“力”を発揮
してもらいながら、職員と一
緒に生活を営んでもらってい
る

・ご家族が来られたときは日
常の様子をお話したり、要望
なども伺うようにしている
・またお便りとして近況をお
伝えしたりしている
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23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成している

ご本人からお話を聞き、それ
をもとにカンファレンスし、
職員全体で意見を出し、ケア
を考えていくようにしている
・家族の意向、医療関係の情
報もケアプランに反映させて
いる

・アセスメントを確認しなが
ら、ご家族からの情報やご本
人のお話から掴むようにして
いる

入居者と接する中で状況や変
化等をキャッチすると同時
に、日々の業務日誌、支援記
録、申し送り、連絡ノート等
から職員間でしっかりと把握
するようにしている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

・定期的にモニタリングを行
い、ご本人の声を直接聞くよ
うにしており、普段からも会
話を心がけながら、様子や行
動等からも汲み取るようにし
ている
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27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録に記入
し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見直しに活か
している

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの多機能化に取
り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

其々の入居者、家族の状況に
対応し、ほぼ毎月個別、もし
くは希望者を募っての外出支
援をおこなっており、参加者
よりとても良かったとの感想
もあった

・毎日のように地域のスー
パーやコンビニに買物に行き
お店の方と挨拶をし顔なじみ
になっている
・散歩中に近所の方と気軽に
挨拶をおこなっている
・近所の神社のお祭りに参
加、初詣にも行っている
・地域の清掃デーに参加して
いる
・地域の公園で行なわれてい
る福祉課主催の体操に参加し
ているご入居者もいる

・業務開始前に介護記録、業
務日誌、連絡ノートに目を通
し、申送りして業務に入るよ
うにしており、入居者状況を
常に把握するようにしている
・また、連絡ノートにはケア
に関する職員の意見やアイデ
ア等を自由に記入するように
している
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30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を受けられる
ように支援している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、職場
内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が適
切な受診や看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。又は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分に説明しな
がら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

・緊急入院時に対応できるよ
う健康状態、かかりつけ医、
薬の内容などがすぐにわかる
よう書類を整備している
・適切なサマリーを提供でき
るよう努めている
・入院時は面会に行き病院関
係者から現状を聞くなどおこ
なっている

・入居の段階で終末期に向け
た方針の説明を行なっている
・訪問看護ステーションやか
かりつけ医、包括支援セン
ターや近隣事業所とも連携し
必要な支援が出来るよう取り
組んでいる

・ご本人及びご家族の希望に
よりかかりつけ医を決めてい
ただいている
・協力医院以外のかかりつけ
医にも必要な情報伝達を行い
適切な医療を受けられるよう
支援している
・毎週訪問看護ステーション
より看護師が訪問　１週間で
気づいた点などを報告　入居
者が適切な受診を受けられる
よう支援している
・ご入居者様も顔なじみの
ナースに何でも話せている
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34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避難でき
る方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力体制を築い
ている

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

・常に敬いの気持ちを持って
接するようにしている
・拘束拘束廃止委員会でも言
葉や態度の問題を取り上げて
勉強している

・職員側の思い込みや決めつ
けでなく、ご本人の意向をお
聞きして行動するようにして
いる
・できる限り選択しやすく、
表現しやすい言葉かけを工夫
したり、居室等話しやすい場
所で伺うようにしている

・職員は急変時の対応につい
てのＯＪＴを毎年受けている
・管理者は面談などで急変時
どのような対応をするか個別
に指導を行なっている

・年に２回防災訓練を実施
その際にはご近所の方、町内
会長、民生委員にも参加して
いただいている
・３ヶ月毎に夜勤想定の避難
誘導訓練を実施している



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希望にそって
支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を活かし
ながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしている

・毎日交代でキッチンに入
りって料理を作ったり、盛付
け、配膳、食器片付け等、ほ
とんどの入居者の方に関わっ
てもらっている
・それぞれの方の得意料理を
作ってもらうこともある
・立位の難しい方にはテーブ
ル席で下ごしらえ、盛付け、
食器拭きなどをしていただい
ている

・血糖値や中性脂肪の高い
方、心不全の方などには個々
にカロリーや塩分を抑えた
り、常に体調や食事状況など
を確認して対応している
・夏期は水分表を作り、それ
ぞれの方の目標値を決めてサ
ポートしている

・午前中に入浴希望される
方、朝ゆっくり起きたい方、
散歩は一人でしたい方、お昼
寝したい方など、それぞれの
方の生活ペースを考えながら
対応している

毎朝、鏡の前でブラッシング
や化粧水をつけたり、スカー
フを巻いたり、それぞれのお
洒落をサポートしている
・また訪問美容を利用する
他、美容院に出かけてスタイ
リングされる方もおられる
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42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた
支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

・全職員が便秘がもたらす精
神的、身体的な影響を理解す
るようにしている
・毎日散歩や体操で身体を動
かし、牛乳、ヤクルト、バナ
ナ、プルーン等を活用して、
薬に頼らないケアに努めてい
る

・希望に応じて、お好きな時
間に入浴できるよう配慮して
いる
・また希望や状況に合わせて
シャワー浴、清拭、洗髪等の
対応も行っている
・入浴はお一人ごとに湯を張
り替え、気持ちよくゆっくり
入っていただくようにしてい
る

・起床時と毎食後に口腔ケア
をしていただいている
・ご自分だけではうまく磨け
ない方や義歯洗浄をお手伝い
している

・排泄の状況やパターンを
チェックし、その対応策をカ
ンファレンス等で話し合い、
実行していくようにしている
・タイミングを計って誘導し
たり、スムーズな排泄へとサ
ポートしている
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息したり、
安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支
援に努めている。また、普段は行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら出かけられるよ
うに支援している

・歌が好き、草花が好き、甘
いものが好物といった趣味嗜
好等を知り、それを活かした
アクティビティ等の支援につ
なげている
・またお酒の好きな方は晩酌
も楽しんでいただいており、
お酒は散歩がてらご自身で買
いに行かれている

・散歩や買物は希望に添って
ほぼ毎日行っており、月に１
回は電車に乗って外食にもで
かけている
・個人の希望によってはデ
パートに行き、買物や食事を
したりするなどの支援も行っ
ている

・就寝や起床時間は設けず、
それぞれのペースで生活でき
るようにしている
・日中も自由に休んでいただ
き、お昼寝する方も多い
・夜間は安心して就寝できる
ような声かけや雰囲気作りを
心がけている

服薬管理表にセットした薬の
説明書に常に目を通すように
し、薬の内容、副作用などを
確認するようにしている
・また、職員が服薬させるの
ではなく、ご入居者が服薬す
るのをお手伝いするという基
本を心がけている
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50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ等）
が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活感や季節感を採
り入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地よく過ごせる
ような工夫をしている

・居室の家具や装飾類は使い
慣れたものをお持ちいただ
き、化粧台やテレビなどを活
用されている方もおられる

・できる限り職員と入居者が
一緒に清掃したり、片付けた
りして明るく清潔な環境づく
りを心がけている
・季節の花や飾りつけ、写真
展示やそれぞれご自慢の作品
を飾ったりしている

・廊下に椅子などをセット
し、ちょっとひと息のコー
ナー作りをしている
・和室も自由に使えるように
しており、合同での食事会な
どでも気の合う方々が活用し
て楽しまれている

・歯磨き、お菓子など身近な
買物では、ご自身のお金（お
預かりしているお小遣い）で
支払っていただいている
・ご自身でお金を所持、管理
している方もおられる

・自由にご家族などに電話を
かけられるようにおすすめし
ている
・携帯電話を所有している方
もおられる
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55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫して
いる

・建物内部はバリアフリーで
手すりも全面に設置されてい
る
・キッチンは高齢者が作業し
やすい設備となっている
・トイレや居室が分かりやす
いよう工夫している




